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「厚生労働科学研究費補助金 がん臨床研究事業（黒田班）」 

分担研究報告書 

静岡県立こども病院における小児がん経験者の晩期合併症及び二次がんに関するフォローアッ

プシステムの整備に関する研究 

分担研究者 工藤寿子 静岡県立こども病院血液腫瘍科 科長 

 

研究要旨 

小児がん治療経験者、特に造血幹細胞移植や放射線治療を受けた症例の実態調査を行うため

に、当院における全小児がん治療経験者のリストを作成、2ヶ月以上生存した 652 例中 8例に

二次がん発症を確認し、二次がん 2 次調査票を作成した。2007 年に開設された長期フォロー

アップ外来にて長期生存者の経過、生活上の問題点を確認し、二次がんを中心とした晩期合

併症の状態、成人医療機関への紹介を中心に晩期合併症への対応を行った。 

 

A.研究目的 

Ⅰ．小児がん治療経験者、特に造血幹細胞移植や

放射線治療を受けた症例の実態調査を行うために、

当院における全小児がん治療経験者のリストを作

成し、二次がんを中心とした晩期合併症の発症頻

度、重症度の確認と治療毒性との関係を検討する

ことを目標とした。 

また、長期生存例にたいし成人医療機関への紹介、

代謝内分泌科との合同診療などを中心に晩期合併

症への対応策を検討するため、成人移行期支援フ

ォローアップの取り組みを開始した。 

 

B.研究方法 

 1980年以降に当院で診療した全小児がん患者の

リスト作成を行った。対象になる症例の抽出を行

い、研究補助員が外来、入院カルテを確認しリス

トに入力を行った後、医師によるデータクリーニ

ング、カルテ内容の再確認を行う。また、得られ

た情報をもとに 2007 年に開設された長期フォロ

ーアップ外来を活用して長期生存者、フォローが

途絶えた治療経験者へ病院受診を案内、治療終了

後の経過、生活上の問題点を聴取、代謝内分泌科、

循環器科、腎臓内科、歯科との合同診療を行い二

次がんを中心とした晩期合併症の頻度、 

重症度を確認する。また成人医療機関への紹 

介、当院他診療科との合同診療など晩期合併症へ

の対応を症例にあわせ検討する。 

 

C.研究結果 

1. 研究対象者のリスト作成 

 当院において確認出来る小児がん診療数 1070

例のうち、1980 年以降の診断症例数は 1060 例で

あった。そのうち 2011 年末の段階でカルテなどで

診断後 2 ヶ月以上の生存が確認出来た症例が 652

例、今後のカルテ確認及びデータクリーニングで

確認可能例の予測数が 200 例であり、静岡県立こ

ども病院の二次がん、晩期合併症発生頻度など実

態調査の母集団は約 800～900 例である。 

2. 2011 年末の段階で二次がん発生が確認できた

症例は 8 例、うち 1 例は 3 次がん発症後の生存が

確認されている。それぞれのカルテをもとに二次

がん一次調査票を作成した。データセンタ―にて

データクリーニングを済ませた後に返却された 2

次調査票を作成し、可能な限り病理所見を確認し

た。 

3. 2014 年 1 月末までに長期フォローアップ外来

を受診した小児がん治療経験者は延べ 267 例、

2013 年 2 月から 2014 年 1 月末までの 1 年間に長

期フォローアップ外来を受診した小児がん治療経

験者は 36 例であった。代謝内分泌科、循環器科、
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腎臓内科、歯科などとの合同診療、専門看護師の

聞き取りにより、本人、家族とも気づいていない

晩期合併症の発見や、心理上の問題が把握された。 

これらの結果をもとに 

1） 患者本人に健康上のリスクを自覚させ、心身

健康の自己管理を促すこと。 

2） 患者本人への病名や治療内容の告知状況、理

解度を把握し必要に応じ介入すること。 

3） 当院他診療科との連携をはかり包括的は診療

を行う事。 

4） 適切に成人医療機関へ移行出来るよう、準備

すること。 

を目的として長期フォローアップ外来の有効な運

用方法を検討していくこととした。本年は地域連

携室を通して周辺の成人医療機関へ受け入れ可能

かどうかのアンケートを行い、下記の回答を得た。 

 

 
郵送先 

受け入

れ可能 

受け入

れ不可 
その他 

合計 

(回収率) 

静岡県

内病院 

65 8 3 0 11 

(17%) 

静岡市

医師会 

500 11 20 1 32 

(6.4%) 

市外の

診療所 

210 12 16 0 28 

(13%) 

合計 775 31 39 1 71 

(9%) 

 

長期フォローアップ外来対象患者は以下のとおり

とした。 

・化学療法治療終了後 3年が経過した患者 

・ 造血幹細胞移植後 1年が経過した患者 

・ 手術療法、放射線療法により身体的、心理的

に問題を生じることが予測される患者 

外来開催日は毎月第 4 水曜日午後、合同診療科、

専門看護師で受診患者カンファレンスを受診翌月

第 2木曜日にとり行うこととした。 

当院小児がん診療経験者のリストをもとに受診案

内を行うとともに静岡県立こども病院 HP で広報

を行いフォローが途絶えた小児がん経験者に長期

フォローアップ外来受診を促すこととした。また、

成人移行期支援の取り組みを院内で系統的に開始

するため院内学術講演会「成人移行期支援フォロ

ーアップ講座」を 11 月 18 日に開催した。 

 

D.考察 

 小児がんの予後は過去３０年間で飛躍的に改善

しており、小児がん経験者の７割以上に治癒が期

待できる時代になっている。長期生存者が増える

に従い、晩期合併症や心のケア、がん告知などさ

まざまな問題が生じている。自分自身の病気を理

解し、乳幼児期に受けた治療内容を把握し、正確

に伝えるためにはフォローアップ手帳などによる

情報共有も必要と考えられる。年齢に応じて就学、

就職、結婚、保険などの不安が生じるが、小児が

ん経験者からはどこに相談に行けばよいのかわか

らないという声も聞かれる。治療終了後も長期に

わたってのフォローアップが重要であり、小児血

液・腫瘍医だけではなく、循環器科、内分泌科、

歯科口腔外科、臨床心理士などと一緒にフォロー

アップを行うことが大切と思われる。 

 当院は小児専門病院であるため診療年齢の制限

もあり、18 歳前後で成人医療機関への移行が必要

となるが成人期にも継続した経過観察の必要性や

成人医療機関への移行の目的など、時間をかけて

丁寧に説明する必要があると思われる。本年行っ

た周辺の成人医療機関へ受け入れに関するアンケ

ート調査では受け入れ不可、というお返事をいた

だいた施設の多くから「どういうフォローをした

らよいのか指示があれば受け入れ可能」、という好

意的なコメントが寄せられており、受け入れ可能

施設が増えることは期待できる。 

 

E.結論 

 当院における小児がん経験者のリストを作成し、

652 例中 8 例に二次がん発症を確認した。長期フ
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ォローアップ外来を活用し長期生存者の経過、晩

期合併症の発生頻度や診療の問題点が徐々に明ら

かとなっている。 

 

F.健康危険情報 

なし 
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